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対面市場別組織への移行

◼ 顧客起点での価値創造を実現していくために、2023年より従来の製品別組織から対面市場別組織へと移行

◼ 従来の標準ポンプ事業・冷熱事業・送風機事業を統合させた建築・産業カンパニーが新たに誕生
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対面市場

建築設備市場
住宅・オフィス・商業施設等における給排水設備や空調設備
（清潔な水の供給・汚れた水の排水・冷暖房・換気など）

産業市場
電子デバイス・化学・食品飲料等の工場における生産プロセス設備・ユーティリティ設備に使用されるポンプ・
冷熱機器（特殊液の移送・製品及び設備の冷却・乾燥など）

建築・産業カンパニーは、給排水や各種液体の移送に使用するポンプ、温度調整・冷却を行う冷凍機や冷却
塔、換気を行うファンなどを提供し、快適で安心な生活環境と産業の発展を支えています

住宅

生活に欠かせない飲み水、排水を支える

競技場・商業施設・ホテル

楽しい体験時間とおもてなしを支える

一般産業

暮らしを豊かにする製品の生産を支える

マーライオン

（シンガポール）

コロッセオ

（イタリア）
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建物の

安心と快適を作る

製品群

給水ユニット
ビル・マンション・
商業施設等の給水

建築設備市場向け主な製品・用途

冷凍機
ビル・公共施設・工場の空調、
冷却工程

冷却塔
循環水の冷却

消火ポンプユニット
スプリンクラー等の
自動消火設備への給水

送風機
ビル・マンション・ 商
業施設等の換気・
排煙

陸上用ポンプ
ビル・マンション・商業施設等
の給水・循環

水中用ポンプ
排水
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産業市場向け主な製品・用途

産業チラー
半導体製造等の
精密冷却

水素焚吸収冷温水機
ビル・公共施設・工場の空調、
冷却工程

カーボンニュートラルへの貢献

産業の

プロセスを支える

製品群

産業ポンプ
化学・食品・半導体等の
産業プロセスにおける特殊液の
移送

送風機
石油化学業界等へ納入

冷却塔
データセンター、石油化学等
産業市場へ納入

産業装置組込ポンプ
化学・食品・半導体等の産業
プロセス用装置内の液の移送
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市場規模・GDP成長率

2025年 標準ポンプ・冷熱機器の市場規模
単位：億円

南米

1,100
600

北米

4,500

1,800

東アジア

7,400

2,600

日本

2,600

300

東南アジア

3,300

1,400

欧州・中東・アフリカ

8,300

2,800

ポンプ 冷熱機器

地域
GDP成長率

予測 事業環境

日本

➢ 建築設備市場は、建築着工棟数は鈍化し
ているが、サービス市場での需要は増加傾向

➢ 産業市場は設備投資の需要は継続

東アジア
➢ 中国は不動産投資抑制により建築設備市

場が低迷しているが、一部の産業・公共系市
場は政府の投資などにより堅調

東南アジア
➢ 交通・インフラ、商業、住宅部門の建設への

投資によって支えられ成長見通し

欧州・中東・
アフリカ

➢ 欧州はインフレと金利の高騰、原材料費等の
上昇を背景に新規投資が抑制される見込み

➢ 中東地域での地政学的紛争は若干の鈍化
傾向にあるが、サプライチェーン混乱が継続

北米
➢ 高い金利水準の継続と建設コストの高騰、

労働力不足により市場が停滞

南米
➢ 建設プロジェクトへの支出を抑制する国もある

が、全体としては堅調に成長する見通し

荏原のシェアは現状6%台
↓

10年後、シェア2倍を目指す

グローバル全体での売上

ポンプ

冷熱機器

27,200

9,500
億円
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業績推移

1,935 
2,221 2,381 2,420 

5.9%

7.1%

4.3%

7.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

FY22実績 FY23実績 FY24実績 FY25計画 FY35計画

FY22-FY25
CAGR※1

7.7％

7.3%※2

※1 CAGR：Compound Annual Growth Rate,年平均成長率 ※2 FY24 営業利益率7.3%：のれんに係る減損損失がなかった場合

E-Plan2025 目標

成長性：売上CAGR（FY22-FY25）6%以上

収益性：営業利益率 7%以上

（単位：億円）

E-Plan2025 最終年度進捗

➢国内は顧客との接点強化によりS&S事業が伸長、海外は
北米Hayward Gordon社の買収効果、データセンター向け
が堅調に推移し、売上CAGR7.7%の見込み

➢高付加価値製品の売上効果および収益性の高いS&Sの増
収により営業利益率7.0%達成見込み

日本

42%

アジア

27%

北米

8%

欧州

10%

中東

3%
その他

10%

FY24 地域別売上収益
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標準ポンプ等の
年間生産台数

標準ポンプ
国内シェア

冷却塔
国内シェア

事業の現状と将来性

世界で約130万台以上 No.1 No.1

省エネソリューション グローバルネットワーク

インバータ内蔵PMモータ
（IVM）を開発

脱炭素社会へ貢献

グループ販社を通じて
世界中に製品を販売

遠隔監視ソリューション

EBARAメンテナンスクラウド
IoTセンサーとクラウドを用いた
状態監視・メンテナンスサービス
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グローバル拠点

EBARA PUMPS PHILIPPINES, 
INC.（フィリピン）

グループ会社数：32社（2025年2月末時点）

国内 3社

海外 29社

中国 4社

その他アジア 9社

欧州 5社

北米 2社

中南米 4社

中東 2社

アフリカ 3社

【地域別】

Vansan Makina Sanayi ve Ticaret 
A.S.（トルコ）※2021年買収

EBARA PUMPS EUROPE 
S.p.A.（イタリア）

SUMOTO s.r.l.
（イタリア）

Ebara Machinery (China) 
Co., Ltd.（中国）

EBARA DENSAN (KUNSHAN) 
CO., LTD（中国）

EBARA REFRIGERATION 
EQUIPMENT&SYSTEMS(CHINA) CO.,LTD.（中国）

EBARA HG Holdings Inc.
（北米）※2022年買収

Ebara Pumps South 
America（ブラジル）EBARA (THAILAND) 

LIMITED（タイ）

PT. EBARA INDONESIA
（インドネシア）
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事業方針・基本戦略

基本方針 ◼ 建築・産業市場において、顧客視点でのポンプ・冷熱製品・サービスを組合せた
新たなソリューション提供により、事業の更なる成長を目指す

◼ DXを活用した業務・事業運営の高度化、効率化

基本戦略 1. ソリューション事業の強化
⚫ 顧客へのソリューション提供によるモノ売りからコト売りへの転換
⚫ 新たなビジネスモデルの創出と展開
⚫ 顧客との接点強化

2. 成長市場の取り込み
⚫ M&A拠点製品（Vansan社、Hayward Gordon社）のグローバル展開
⚫ 超小型無漏洩ポンプ、産業チラーなどの高付加価値製品の投入による新市場の開拓
⚫ 先進国の産業ユーティリティ市場への参入（食品、半導体市場）
⚫ アフリカ地域での販路拡大と灌漑向け製品強化
⚫ 新拠点の設立：アフリカ、南米、アジア、北欧

3. グローバルでの事業インフラ再構築
⚫ 海外の売上増を支える生産拠点の拡充
⚫ 地政学リスクを考慮したグローバル調達・生産配分の見直し
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ソリューション事業の強化に向けた取り組み 
～遠隔監視ソリューション～

センサー監視で設備
管理をDX化

ユーザー様

管理会社様

オーナー様荏
原

つながった顧客からのS&S取り込みは順調

「つながるポンプ」で、お客様と、市場とつながる

・機器の稼働状況を遠隔で監視可能となり、点検にかかる
顧客・協力会社の省人化、省力化

・蓄積した稼働データの分析・予知保全技術の確立により
緊急修理対応を減らし、設備のダウンタイムを削減

・他社製品の保守管理も取り込み、サービス事業を拡大

2025年目標のセンサー設置数（累計）：10,000個

ターゲット市場：ﾏﾝｼｮﾝ、商業ﾋﾞﾙ、工場、交通系関連施設

QiDe
回転機器の振動・温度の
状態監視

ターボ冷凍機

JESガード
給水ポンプユニットの
状態監視

スクリュー冷凍機 吸収冷温水機ポンプ 給水ユニット送風機 冷却塔

RISSA
冷凍機・冷温水機の状態監視

QiDe-i
各種センサデータを取り込み、
顧客からの様々なセンシング
ニーズに対応

圧力、電流など
測定・監視範囲を拡大

2022年 2023年 2024年

どんなメーカー
の機器でも
取付けOK

◼ 工場やビル、商業施設の機器・設備をリアルタイムで状態監視

◼ IoTセンサーとクラウドで、お客様の大事な設備を見守る

「EBARAメンテナンスクラウド」とは？
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送風機

センサー

お客様の困りごと

ダッシュボードから機器の状態を常時モニタリング
できるように→他社製品も含め一元管理が可能

駅の換気機械室に納入

「EBARAメンテナンスクラウド」導入事例

京王電鉄株式会社
（以下、京王電鉄様）に導入

出典元：YouTube 【The EBARA Channel】  
https://www.youtube.com/watch?v=C6xxZTZZ1hM
※京王電鉄様許諾有
※YouTubeはGoogle LLCの商標または登録商標です

ソリューション事業の強化に向けた取り組み 
～遠隔監視ソリューション～

https://www.youtube.com/watch?v=C6xxZTZZ1hM
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ポンプ等を駆動させるモータに回転数を調節できるインバータを

内蔵・搭載し、省エネ運転が可能なIVMを開発

IVM：Intelligent Variable-speed Motor

地球温暖化の解決

世界の消費電力の50％以上はモータによるものであり、その約20％はポンプによって使用される。

建築・産業カンパニーが主に手がけるポンプ・ファン等の機器を省エネ化し、世の中の電力消費量削減に

貢献する取組みは荏原の責務である

ポンプ･モータ･制御一体での差別化

標準ポンプ製品はコモディティ化が進んでおり、厳しい価格競争が継続すると見込まれる

更なるビジネス拡大のためには新たな付加価値の提供、顧客課題の解決に寄与する差別化製品が必要である

ポンプ部分における差別化には限界があるため、モータ・制御部分における差別化を図る

給水ユニット ラインポンプ

直動ポンプ 直結ポンプ

IVM開発背景

ソリューション事業の強化に向けた取り組み 
～省エネソリューション～
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型式／ポンプ出力 機器名称 省エネ率
二酸化炭素
排出削減量
（t-CO2）

非IVM搭載
製品との
価格差回収
（年）

LPDV型／2.2kW
高圧コンプレッサー用冷却塔

散水ポンプ
41.5% 3.8 1.1

FDPV型／1.5kW 沸騰槽用循環水ポンプ 78.0% 3.0 1.3

LPDV型／2.2kW クーリングタワー用送水ポンプ 24.5% 2.1 1.9

LPDV型／3.7kW スクリューホッパー用送水ポンプ 70.2% 5.5 0.6

◼ 省エネ率※24.5～78％を実現

◼ IVMを搭載していない製品と比較して、初期費用は高いが2年以内で差額を回収可能

IVM省エネ事例

※省エネ率：製品などが国の定めた省エネ基準をどの程度達成しているかをパーセントで表したもの

ソリューション事業の強化に向けた取り組み 
～省エネソリューション～



18 Copyright(c) Ebara Corporation, All rights reserved ※M&A拠点：ここでは、2020年以降に買収または事業譲受した拠点（Vansan, Hayward Gordon, Spandau Pumpen, Asanvil）を指す

M&A関連の当社の動き

M&A以外の売上収益の変化要因

◼ 2021年 ポンプメーカ Vansan社（トルコ）を買収

◼ 2022年 ポンプ・ミキサメーカ Hayward Gordon社（カナダ及び

 米国）を買収

◼ 2023年 浸漬式ポンプ事業 Spandau Pumpenを譲受

◼ 2024年 ポンプ販社 Asanvil社（ウルグアイ）を買収

◼ 北米・南米を中心に売上収益が増加

◼ 特に北米のデータセンター向けが好調

◼ 中国の建築設備市場は不動産投資抑制により低迷も、

 FY24までは産業・公共系市場向け製品の受注が好調

◼ FY24までは為替変動が全体として増収に寄与

90

113

10

16

FY22 FY24

M&Aによる売上収益伸長（FY22を100としたとき）

M&A拠点売上収益

M&A拠点以外の海外売上収益

100

60

60%増

25%増

◼ 販路・製品ラインナップの拡充を目指し、継続的にM&Aを検討・実施

◼ M&A拠点※は比較的高い成長率で売上収益を伸ばし、海外事業の成長に貢献している

成長市場への取り組み
海外売上収益の推移
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2025年のM&A実績
ブラジルのポンプユニット製造販売会社 
Germek の持分を譲受

当社ブラジル子会社のEBARA BOMBAS AMÉRICA 
DO SUL LTDA.を通じて、GEMINI GERMEK 
HIDROMECÂNICA LTDA. の持分保有者との間で
持分譲渡契約を2025年10月31日に締結

対象企業
(事業内容)

GEMINI GERMEK 
HIDROMECÂNICA LTDA. 
（消火・農業分野向けポンプユニッ
トの設計・製造・販売・サービス）

譲受完了時期 2026年1月末予定

狙い

Germek社の高度な設計・エンジニア
リング力を活用することにより、ブ
ラジル等の地域において、ポンプ製
品単体の提供に加え、顧客の多様な
ニーズに応じた最適なポンプユニッ
トのカスタマイズソリューションを
提供する体制を強化

三菱電機の三相モータ事業を譲受

三菱電機FAシステム事業本部が国内で事業展開する三相モータおよびIPMモータ
事業と、三菱電機のタイ子会社 Mitsubishi Electric Automation (Thailand) 
Co., Ltd. が事業展開するモータ、ポンプおよびダイカスト*1事業を、荏原に譲渡
することで2025年11月12日に合意

対象事業
三相モータ *2、IPM *3モータ、ポンプおよびダイカスト
の設計・製造・販売・サービス

譲受完了時期 2026年中予定

狙い

モータに関する設計・開発力、技術ノウハウを取得すること
により当社製品とモータ・回転制御技術を一体化した圧倒的
な省エネソリューションを提供。日本・タイにおける生産体
制を獲得・拡充することによりグローバル市場での成長を加
速

*1 金型に溶融した金属を高速・高圧で圧入することで、鋳物を大量生産する鋳造技術
*2 3つの交流電流を動力源とする電動機
*3 Interior Permanent Magnet：永久磁石埋込式

成長市場への取り組み
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グローバルで産業機械に対する省エネニーズが一段と高まる中、省エネソリューションの
提案力を強化・加速させるため、高付加価値領域であるスマイルカーブの両端を強化

販売・サービス機器製造・組立 ユニット製品基幹コンポーネント製品開発・設計

付
加
価
値
・
収
益
性

■モータの設計・開発、技術ノウハウ取得

■製品コスト競争力の抜本的強化
・基幹コンポーネント技術の獲得

■サプライチェーンレジリエンス強化
・垂直統合による基幹部品の内製化

三相モータ事業

■当社製品とモータ・回転制御技術を一体
化、圧倒的な省エネソリューションを提供

・省エネソリューション提供
（例：IVM*搭載ポンプ）

・モータとポンプのアフターサービスを含
めた提案力の強化

当社製品  三相モータ

③ソリューションシナジー②コストシナジー①開発シナジー

* IVM：インバーター内蔵PM（永久磁石）モータ
バリューチェーン

付
加
価
値
・
収
益
性

(モータイメージ)
当社製IVM搭載
ポンプ FSDV型

成長市場への取り組み
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成長市場への取り組み
データセンター市場向け戦略

◼ データセンター冷却市場規模はAI利用の拡大など需要増により、FY22～FY30でCAGR約16%の成長見込み

◼ 冷却方式は従来の空冷から、高効率な次世代の液冷・液浸冷却へ移行が進んでおり、求められるポンプも変化

◼ お客様の電気代削減、省スペース化という課題に対し、小型で高効率なポンプを提供

◼ EBARA PUMPS AMERICAS CORPORATIONはいち早く需要を捉え、お客様のニーズに合わせた製品を投入

3U

SC

Gen1 空冷 Gen2＆Gen3 初期液冷 Gen4 D2C冷却 Gen5 液浸冷却従来 次世代

高効率

EPD/OPTIMA DC向け注力製品

◼ マザーボード上のチップに直接取り付けた
「コールドプレート」に冷却液をポンプで
送り込み熱を除去する方法

◼ 空冷の限界に対応するため、水などの液体を
冷却媒体として導入

◼ マザーボードの周囲に熱交換機構を設置して冷やす

◼ データセンター内の空調システムや
サーバー内部のファンを利用し

  熱を外部に排出

◼ マザーボード等を液体に浸し
液体を冷やす

高密度なサーバーや高発熱のCPU/GPUの冷却には限界があり、多くの電力を消費 プロセッサを直接冷却するため、現在最も効果的かつ効率的な方法の一つ
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半導体製造に使用されるEtching装置の電力の内
40%程度をチラーが占める

↓
チラーの省エネ化が必須

荏原独自の技術により、大幅な省エネ・省スペースを実現

１．チラー専用の省エネ・小型ポンプの開発
・インバータ制御
・シールレス、リークフリー
・高効率
・コンパクト設計

２．独自の冷凍サイクル・制御技術の開発
・極低温化・高負荷化
・省エネ
・温度追従性・温度安定性

産業チラー

成長市場への取り組み

◼ チラーは製造プロセスの冷却用として半導体製造装置やFPD製造装置の付帯設備等に使用され、精度の高い
温度安定性が求められる

◼ 高度情報化社会の進展に合わせて半導体製造プロセスの高負荷化が進み、装置台数、それに付帯するチラー
などの機器の台数も増加中

◼ 地球温暖化対策として、小型かつ高出力でスペースを効率的に利用可能なチラーの需要が高まっている
◼ 当社独自のポンプ技術と冷熱技術を組み合わせ、他社に比べ省エネ・省スペースの製品を提供
◼ 精密・電子カンパニーの商流を使って販売

産業チラー

エッチングプロセスで発生する

熱の冷却で使用
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まとめ
今後の事業の方向性

建築・産業市場において、顧客視点で標準ポンプ・冷熱機器・サービスを組み合わせた新たなソリューションを

提供することにより、事業の更なる成長を目指します

事業規模と高付加価値の拡大、収益性・効率性のさらなる向上

安定的な成長

付加価値の創出

✓ EBARAメンテナンスクラウドを通じて省人化・省力化の価値を提供しS&S
 事業を強化

✓ IVMなどの省エネソリューションの提供および拡大

✓ 販路・製品ラインナップ拡充し海外売上規模拡大

✓ データセンター向け製品や産業チラーなど成長産業向けの製品の開発および
拡販

グローバルな人口増加と経済・産業発展に伴い、ポンプ・冷熱機器の需要は

今後も安定的な成長が見込まれる



免責事項

本資料に記載されている業績予想・計画ならびに将来予測は、本資料の発表日現在に

おいて入手可能な情報及び、将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料

発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。
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